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· 出席者は記録者が印を付ける。

※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜全体連絡＞

・第1回院内研修　6/19（火）・20（水）17：30～18：30　会場：4階メモリアルホール

テーマ：「個人情報保護法」について　講師：個人情報管理委員会委員長　大山栄光さん

・職員旅行（一泊旅行）について
　日程：2班～6/21（木）～6/22（金）、3班･･･7/5（木）～7/6（金）

・各種研修会について、WIZ掲示板やメールで案内がきている為各自で目を通し、自己研鑚に努めていくこと。

・加湿器を庶務へ返却すること。送迎時などを上手く利用して速やかに返却していく。

　⇒6/11にデイケア分2台返却済、本日デイナイトケア分2台を返却予定。
・勤務について
　小嶋SGM：6/13（水）⇒みさわ勤務　　6/15（金）⇒年休
　鳥谷部：6/16（土）の勤務時間が8：30～17：30⇒8：00～17：00
・疾患別診療計画書について
　7/1付けで作成予定となっているが、書式は作成済みで利用に向けて確認中。時間がかか
る様であれば、大きな変更はない為、今までの書式で作成し、新書式にコピーしてもよいのでは。デイケア、デイナイトケアは全員作成、ナイトケアは週4回以上利用している方のみ作成。4月以降、利用回数等の変更も多かったので、間違えないように作成すること。今回は医師の評価は必要ないが、利用者様本人のサインが必要となっているため、利用回数の少ない利用者様の場合には予定を確認しながら進めていくこと。意向聴取者は臨床心理技術者か精神保健福祉士となっているため、他職種の場合には「小嶋SGM、担当者名」と記入すること。
＜利用者様情報＞

デイケア
・駒木　洋士　様～本人から電話がある。「腰が痛いので休みます」と話すため、外出せず家で静養するよう助言すると「わかりました」と話している。その後、今朝ポストにバス券の利用継続の通知書が届いたため、25日にデイケアを欠席すると話しており、再度日付の確認を行うと、18日と話に食い違いがある。体調確認すると、トイレに何回も起き、今朝は5時から起きていると話している。昨日、訪問看護師から気分の高揚を指摘されたが、本人は自覚がないような発言をしている。電話の合間で、たわいもない話を次々と話しスタッフの促しにより終話。その後再度連絡があり、特定患者の名前を挙げ、「連絡取りたいんだけど、タウンページ探しても見つからなくて…今から言う電話番号に連絡ほしいって言ってくれませんか？」と話すため、対応しかねること、来所していただき直接お話してほしいことを伝え了承されている。
・我満　奈津紀様～大きいループのイヤリングをしたままラジオ体操に参加している。引っかかり怪我の危険があることを伝えると、「はぁ…」と不思議そうな表情をしている。他利用者が入浴すると話したのに対し、「ケンタッキー買ってきて良いですか？」と突然スタッフに話すことや作業時間中にコーヒーを飲むことがあり声掛けを要している。引き続き精神症状を観察し、関係部署へ情報提供していく。
・冨田　紀子　様～グループホーム世話人から連絡がある。訪問時、頭痛がするのでデイケアを休みたいと話すが病院受診を勧めたところ、言葉を濁し渋々デイケアに行くことにしたという。頭痛があったことについて来所時デイケアスタッフに話すよう伝えたが話はありましたか？と。来所時、身体不調の訴えはなかったことを世話人に伝えている。
・上川原　豊　様～来所時にスタッフと薬の空包を確認し、今朝までの空包が全て揃っている。酒臭・顔面紅潮ないが、居眠りが多く体調確認している。「きちんと眠っているんだけどな」と話すが、居眠りがあり声掛けを要している。次回生活状況を確認していく。
・上野　千奈津様～本人より朝電話があり、トビヒの診断にて軟膏が処方されたが症状改善せず、顔の至るところが腫れ、瞼も腫れており、デイケアを欠席し皮膚科受診している。本日皮膚科受診したところ“トビヒではなく他の病気かもしれない。確定診断を目的とした検査が必要”と言われたとのこと。来週からグループホームの体験入居があるため、本日は家で静養するよう伝えている。
・東海林　紀子様～来所時、最近やる気が出ないと話してくるため、出かけたり、家事をする等して活動的に過ごすよう促している。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、昨日の帰荘後は時折玄関方向を見ていることはあったが、帰宅要求等はない。今朝は次姉に電話を掛けており、「何してらー。また掛けたー」等と他愛のない会話をしていたとのこと。来所時には、青陽館の玄関に入らず通り過ぎて行こうとしており、青風荘スタッフが声を掛けると「散歩に行きたい」と話す為、敷地内を散歩してから来所している。来所後に上記状況を振り返ると「散歩に行ってきた」と話し、表情や口調は穏やか。今後は何も言わずに行動するのではなく、散歩等の希望がある際には、まずはスタッフに相談するよう伝えると「わかりました」と答えている。午前中は、プログラムに参加している。引き続き精神症状等を観察していく。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、昨日の帰荘時スタッフが「お帰りなさい」と声を掛けたが、返答なく不機嫌な様子が窺えている。21時には消灯し休養しているが、今朝ラジオを大音量で聴いていたため注意しており、話を聞き入れていたとのこと。本日のデイナイトケアでは、医師との面談に予定時間より早く行動しているため時間が早すぎることを声を掛けると、「足が痛くて歩けないから早く行くでしょ」と強い口調で話しているが、直前の運動プログラムには問題なく参加しており、足をかばう等、歩行状態に変化はない。引き続き、トラブルなどのないよう観察し、必要時介入していく。
・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、昨日19：30スタッフに「眠てー、薬」と、就床前薬を要求することがあり、服用するにはまだ早いことを伝えている。また、歩行する際、スタッフに階段を使って歩きたいことを話す為、歩行状態が不安定で危険であることを伝えるとエレベーターを使用している。本日のデイナイトケアでは、本人からの声掛けはなく、一人でトイレや水分補給、作業員指導室に行くことがあり、手引き歩行や見守りで対応している。最近、自力で歩行することが増えており転倒のリスクが十分に考えられる為、歩行の際は見守りし歩行状態を観察していく。本日、入所を申し込んでいる特養サンピアのスタッフ、青風荘スタッフと面談を実施。入所時期については空き次第とのことで決まってはいないが、青風荘としては入所が早くなっても対応出来ることを伝えたとのこと。
・吉田　キクエ様～義歯ケースを紛失したと話しており、デイナイトケア来所時、自分のロッカーを探したが、発見できず。
・齊藤　良宏　様～昼食の弁当についてきた割り箸を使った後、捨てずにバッグに溜め込んでいたので捨てて欲しいと家族より要望あり。
・千葉　輝夫　様～息子様が前ポケット付近にクレヨンで名前が書かれているズボンを持参され、なるべくクレヨンを使用させないでほしいとの要望がある。デイナイトケアでの管理方法について説明すると、納得されている。最近、認知機能の低下が進んでいる様子が窺えるため、今後も行動を観察して息子様と情報共有していく。
※デイナイトケアでのクレヨン・色鉛筆の管理について、現在クレヨンを使っている利用者様はおらず、色鉛筆も作業療法の時間に特定の利用者様が使っているため、ステーション管理とし、作業療法の時間に色鉛筆を貸し出すこととする。
ナイトケア
・駒木　洋士　様～デイケア利用者様。6/12（火）訪問看護「五福」より情報提供があり、訪問した際気分の高揚が窺えている。腰痛は外出するのも困難な状態であり、自宅の掃除を行っていたことが原因の可能性があると話している。気分の高揚に関しては自覚している発言が聞かれており、高揚が落ち着くまでは家族以外との接触は避けること、眠れない等の症状悪化がある際には早めに受診をすること、デイケアを欠席する際には連絡することを助言し、訪問を終えているとのこと。
・鈴木　知子　様～デイケア利用者様。6/12（火）本人から連絡があり、本日バス特別乗車証（ほほえみ共通バス券）の継続利用の通知書が届いたため、近々手続きしてくるとのこと。手続きに必要なものを伝えている。
・東海林　紀子様～デイケア利用者様。6/12（火）本人から連絡があり、精神障害者保健福祉手帳の更新手続きを行ったが、まだ決定通知が届いていないという。「時々三戸町に行くので、運賃を半額にするために手帳を使っていました。自分の申請が忘れられたのかなと不安になって電話しちゃいました」と話している。診断書での申請のため障害年金証書の場合より審査に時間がかかることを伝えている。
＜勉強会＞
・緊急時・所在不明時の対応
　⇒リスクマネジメントマニュアルが1階ステーション内の戸棚にあるので、各自で内容を確認しておくこと。青陽館で発生する可能性のある内容（事故発生時、消息不明時など）については対応のフローがステーション内のエレベーターの通報用電話にかかっているので、確認しておくこと。
　⇒一次救急の方法、簡単な応急手当などについてもSS内の青陽館内の内線電話にかかっているので、確認しておくこと。
・火災、地震の際の対応
　⇒火災・防災のファイルは1階ステーション内の戸棚にあるので、過去の避難訓練の企画書・報告書、DPATの資料も入っているので、目を通しておくこと。
　　煙探知器と熱感知器の区別と設置場所、消火器、消火栓の設置場所について把握しておくこと。
